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「21世紀のリーダーを語る」「21世紀のリーダーを語る」

詳細は中頁をご覧下さい詳細は中頁をご覧下さい

法学部長就任にあたってのご挨拶
はじめまして。４月から法学部長職に就きました。私は１９８５年に立命館大学

法学部に赴任しました。前任校は郷里の松山商科大学（現、松山大学）でした。

若気の至りからか、教授会などで大学の方針や学生処分などに批判的な言動を

することがありました。そうすると、事情を知らない者が発言するな、最低で

も５年間は在籍してから言え、といった趣旨のことを年配の教員からアドバイス

されました。ところが立命館に来て最初の教授会で、忘れもしない、中村義孝

さんから（当時は先輩の先生にも「さん」づけで呼んでいました）、何でも発言

しろ、これからの法学部は君ら若い者が担うのだから、と言われたのです。

自由闊達だから相互批判ができるのでしょう。こうした法学部の良さを、私も若い教職員のみなさん

に伝えていきたいと思います。そしてそれは同窓会についても言えることではないかと思うのです。

年齢、経験に関係なく、なんでも話せて議論できる場としての同窓会になれば嬉しいです。

立命館大学法学部長 二 宮 周 平
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ご卒業おめでとうございます。皆さんの新しい門出にあたり、法学部同窓会
を代表して心よりエールを送ります。皆さんは本日より、立命館大学校友会の
校友となり、同時に立命館大学法学部同窓会の終身会員になられました。心よ
り歓迎いたします。
皆さんの進路は様々ですが、これから社会に出てそれぞれの分野で活躍され

るにつれ、必ずや、同じ「存心館」を学び舎とした卒業生（同窓会員）同士の
出会いがあるでしょう。是非ともその出会いを大切にして頂きたいと思います。
法学部同窓会を単に学生時代を振り返るだけの場にとどめず、人と情報の相

互交流の場として、また、生涯役に立つ集いの場となるよう、さらに大きく育
てて欲しいと願っております。今年は記念すべき第１０回目の法学部同窓会総会を８月に開催します。
その時は本日卒業される皆さんが、一回り大きくなって元気な姿を見せて頂くことを楽しみにしてお
ります。皆さんのご活躍ご健勝を心から祈念申し上げ、御祝いのご挨拶といたします。

立命館大学法学部同窓会 会長 大 井 一 星

法学部の皆さん ご卒業おめでとうございます

皆さん、ご卒業おめでとうございます。
２１世紀を迎えて、早くも１０年近くになります。地球規模の問題が次々と発生
し、解決が迫られています。このような時代に社会に出て行く皆さんは、大き
な不安を抱いているかもしれません。しかし、未来は創造できます。その大き
な可能性こそ皆さんのものです。
皆さんに訴えたいことは、「いつも読みかけの本がある」生活を送ってほしい
ということです。大学では「学び続ける力」を獲得したはずです。知識は陳腐
化しますが、問題を発見し、必要な情報を収集し、考える力は、これからの皆
さんの人生を支え続けてくれると確信します。もし、解決の方法が見つからな

かったら、立命館大学法学部を訪ねてください。また、法学部同窓会のネットワークを積極的に利用
してください。必ずや頼りになると思います。皆さんの将来が誇りに満ちた日々の積み重ねとなるこ
とを祈っています。

立命館大学法学部長 吉 田 美 喜 夫
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同窓会関連企画の報告

２００８年１２月１３日（土）
「忘年会」
高瀬川二条の料亭にて

参加者は総勢２６名。会場では初のお披露目となる同窓
会の旗や横断幕を掲示しました。夜間にはライトアップ
される初冬の紅葉を観賞しながらの宴会となりました。
法学部の懐かしい話や、現在や未来について語り合い、
福引会もあり楽しいひと時を過ごしました。

２００９年２月２１日（土）

「第２回『繁昌亭』鑑賞会」

参加者は総勢２０名。前回好評だった天満天神『繁昌亭』鑑
賞会の第２回目です。繁昌亭の昼席で前回同様大いに笑った
あと、引き続き割烹料亭での懇親会を開催しました。その懇
親会には、昼席に出演されていた立命館大学の校友でもある
桂小春團治さんが参加してくださいました。

２００９年３月２１日（土）

２００８年度 卒業式にて 同窓会終身会員証と記念品、
同窓会報『存心館』卒業記念増刊号を配付

卒業式同日夕刻に開催された「卒業・修了記念パーティー」で
は、同窓会を代表して、濱川幹事長をはじめ３名の先輩校友が
卒業生へ祝辞と法学部同窓会への歓迎の言葉を述べました。

２００９年４月１８日（土）

「お花見会」
御室仁和寺山門前『佐近』にて

参加者は総勢１８名。法学部同窓会の
春恒例の企画です。法学部長の二宮周
平先生、前学部長の吉田美喜夫先生、
副学部長の倉田玲先生も参加され、楽
しい懇親会となりました。
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日 時：２００９年８月１日（土） １３時３０分～１７時（受付開始は１２時３０分）
会 場：リーガロイヤルホテル京都２F「春秋の間」
内 容：◆福岡 政行氏と古田 敦也氏のビッグ対談企画

～今この時にリーダーを問う！～
◆総 会
◆懇 親 会

参加対象：法学部同窓生、およびその家族
参 加 費：法学部同窓会員 ５，０００円

会員の家族 ５，０００円 参加費につきましては、当日会場受付にてお支払いください。

２００９年３月卒業生 ３，０００円
申込方法：同窓会ホームページの 専用フォームからの申込 と ハガキによる申込 の２通りです。

電話・FAX・メールでの申込はできません。
法学部同窓会のHPアドレスはこちら�
http : //www.ritsumei.ac.jp/acd/cg/law/n_dosokai/index-a.html
検索エンジンにて 立命館大学法学部同窓会 検 索

�
申込締切：いずれの申込方法も、７月２０日（月）締切 ハガキ申込の場合は消印有効

本年は、法学部同窓会創立１０回目の記念すべき総会です。
世代を超えた様々な方との交流の場となりますよう、皆様の積極的なご参加をお待ちしております。
なお総会・懇親会にて参加者名簿を配布いたしますので、氏名と卒年は公開させていただきます。

�
こちらのハガキを
点線に沿って

切り取りご使用ください

法学部同窓会第１０回記念総会・懇親会案内

�
�
�
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これからもいろいろな活動を行います。

また、同窓会活動活性化のために年数回程度集まって（主に平日の
夜）、様々な企画や広報に関するご提案等をいただく同窓会幹事を募
集しています。若い世代の方も歓迎致します。詳細は事務局までご連
絡下さい。

皆様の積極的なご参加をお待ちしています！

２００９年度「行事・企画」予定
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総会のご案内やご報告をはじめ、同窓会の各種情報を法学部同窓会HPに掲載していきます。

是非一度HPをご覧下さい！

�
こちらのハガキを
点線に沿って

切り取りご使用ください

検索エンジンにて 立命館大学法学部同窓会 検 索

………………………………………………

�
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払　  込　  取　  扱　  票  振替払込請求書兼受領証 

千 百 十 万 千 百 十 円 

日 　 　 附 　 　 印  

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
は
、そ
の
箇
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※ 

料
　
金 

加
入
者
名 

金
　
額 

口
座
記
号
番
号 

備
　
考 

ご
依
頼
人

 

金
額

 

日
　
附
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大　阪 

通
　
　
信
　
　
欄 

ご
依
頼
人 

（電話番号　　　　　　－　　　　　　－　　　　　　）　 

裏面の注意事項をお読みください。（ゆうちょ銀行）（承認番号大第43580号） 

この受領証は、大切に保管してください。 

これより下部には何も記入しないでください。 

0

卒 業 年  年卒 

ゼ ミ 名  ゼミ 

メールアドレス 

おところ（郵便番号　　　　　　）
※ 

おなまえ

様

様

おなまえ 

立命館大学法学部同窓会 

立命館大学法学部同窓会 

通常払込 
料金加入 
者 負 担 

60606 0000110 0990 0 09900

606061

00001

02
通常払込料金 
加 入 者 負 担  

既報のとおり、本同窓会は2008 年度より「終身会費制」を導入しました。多くの校友の皆様から
“暮らしと仕事に役立つ同窓会づくり”に向けた財政基盤の強化にご協力頂いております。
つきましては、下記のとおりご案内申し上げますので、ご納入下さいますようお願い申し上げます。

【１】終身会費未納の方へ
下欄の郵便振替用紙をご使用になり、終身会費をご納入下さい。

ご入金確認後に「終身会員証」と「オリジナル記念品」をお送りします。

【２】終身会員の方へ
既に終身会員となっておられる方は、下欄の郵便振替用紙にて、学生への法学部同窓会学習支

援基金としてお振込いただくことも可能です。
法学部同窓会学習支援基金とは、法学部現役学生の様々な学習活動、就職活動への先輩（法学

部同窓会）からの支援です。例えば、法学部ゼミナール大会での「同窓会賞」の提供、「法学部
同窓会主催 就職講演会企画」への支援などを目的とし、通常の同窓会運営経費とは別に積み立
てます。
ご支援を頂きました場合は、後日、領収書とともに、同窓会長ならびに法学部長の御礼状をお

送りします。

法学部同窓会 会費納入のご案内
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この場所には、何も記載しないでください。 

（ご注意） 
・この用紙は、機械で処理します
ので、金額を記入する際は、枠内
にはっきりと記入してください。
また、本票を汚したり、折り曲げ
たりしないでください。 
・この用紙は、ゆうちょ銀行又 
は郵便局の払込機能付きATMでも 
ご利用いただけます。 
・この払込書を、ゆうちょ銀行又
は郵便局の渉外員にお預けになる
ときは、引換えに預り証を必ずお
受け取りください。 
・ご依頼人様からご提出いただき
ました払込書に記載されたおとこ
ろ、おなまえ等は、加入者様に通
知されます。 
・この受領証は、払込みの証拠と
なるものですから大切に保管して
ください。 
 

収入印紙 
 

３万円以上 

貼　　付  

印 

立命館大学法学部同窓会規約（抜粋）
立命館大学法学部同窓会は、立命館大学法学部百年の歴史の中で培われた文化を再認識するとともに、第２世紀目の百年に向けて、私たちの

新たな役割・立場を見出すべく、法学部校友のより広い多様な人々との社会的なネットワークを発展させ、相互の交流・支援を活発にし、独自
の新文化を創造することを目的とする。本会の活動を通じて、私たちは、立命館大学法学部の同窓生として、相互の親睦を図るのみならず、文
化的向上をも切に願うものである。

第３条（目的）
本会は、立命館大学法学部および大学院法学研究科および大学院
法務研究科（法科大学院）の卒業生相互の交流親睦を図り、独自
の文化活動を行うことを目的とする。

第４条（事業）
前条の目的を達成するため、本会は、次の事業を行う。
１ 定例または臨時の総会の開催
２ 在学生との交流を企図する事業
３ 講演会、講座、その他の文化的活動
４ ゼミ同窓会活動への支援
５ 法学部同窓会登録団体活動への支援
６ 法学部同窓会誌の発行と広報活動
７ その他幹事会が適当と認めた事業

第５条（会員）
①本会の会員は次のとおりとする。
１ 立命館大学法学部の卒業生
２ 立命館大学大学院法学研究科の各課程の修了者または単位
取得退学者

３ 立命館大学大学院法務研究科（法科大学院）の修了者

４ 立命館大学法学部または大学院法学研究科に所属する教員
または教員であった者

５ 立命館大学大学院法務研究科（法科大学院）に所属する教
員または教員であった者

６ その他、本会幹事会が会員資格を授与することを適当と認
めた者

②立命館大学法学部在学時に第１３条第２項第１号に定める方法に
より会費を納めた者で、その後学籍を失った者は、前項第１号
の卒業生とみなす。

第１３条（会費）
①本会の会費は次のとおりとする。
終身会費 １０，０００円

②前項の会費は、次の各号に定める方法により徴収する。
１ 第５条第１項第１号により会員となる者の会費は、法学部
４回生在学時に徴収する。

２ 第５条第１項第２号から第６号により会員となる者の会費
は、幹事会の定める方法により徴収する。
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